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平
成
29
年
度
定
時
社
員
（
代
議
員
）
総
会

は
、
去
る
6
月
10
日
（
土
）
午
後
３
時
か
ら

４
時
ま
で
、
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
16
号
館
セ
レ

ス
ト
ホ
ー
ル
で
社
員
164
名
の
出
席
を
得
て
開

催
さ
れ
た
。
総
社
員
は
183
名
で
あ
り
本
人
出

席
110
名
、
議
決
権
行
使
19
名
、
委
任
状
出
席

35
名
の
内
訳
で
あ
っ
た
。

　

平
成
28
年
度
に
行
わ
れ
た
社
員
選
挙
に
よ

り
、
新
た
に
選
任
さ
れ
た
50
名
を
含
む
初
の

総
会
で
あ
る
。

　

定
時
総
会
に
先
立
っ
て
、
会
場
ス
ク
リ
ー

ン
に
本
年
の
入
学
式
で
上
映
さ
れ
た
「
神
奈

川
大
学
の
紹
介
」
が
流
さ
れ
た
。
総
会
の
進

行
役
を
理
事
庄
子
さ
ち
子
（
54
法
）
が
担
当

し
、
急
逝
さ
れ
た
故
小
坂
谷
義
夫
氏
（
茅
ヶ

崎
・
寒
川
宮
陵
会
会
長
）
の
ご
冥
福
を
祈
り

全
員
で
黙
祷
を
捧
げ
た
。

　

次
い
で
横
浜
専
門
学
校
、
神
奈
川
大
学
の

両
校
歌
を
斉
唱
し
開
会
し
た
。

　

会
長
大
場
憲
治
（
44
経
）
が
定
款
第
16
条

に
よ
り
議
長
選
任
に
つ
い
て
諮
り
、
武
笠
健

次
（
41
法
）
を
議
長
に
選
任
し
た
。
議
長
は
、

議
事
録
署
名
人
に
飯
田
敏
一
（
45
貿
）
と
村

山
宏
幸
（
平
６
情
報
）
の
両
氏
を
指
名
し
た
。

　

会
長
は
挨
拶
で
、
平
成
27
・
28
年
度
の
２

年
間
を
役
員
、
代
議
員
と
し
て
宮
陵
会
活
動

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
事
に
感
謝
さ
れ
た
後
、

本
年
は
設
立
80
周
年
を
迎
え
る
こ
と
、
記
念

式
典
は
会
館
建
設
に
合
わ
せ
て
平
成
30
年
度

を
予
定
し
て
い
る
こ
と
等
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

議
事
に
入
り
、
専
務
理
事
佐
藤
武
か
ら
、

平
成
28
年
度
事
業
内
容
に
つ
い
て
報
告
が
さ

れ
た
。
報
告
事
項
に
関
す
る
件
で
は
な
い
が
、

神
奈
川
大
学
並
び
に
宮
陵
会
へ
の
要
望
等
が

社
員
泉
澤
高
光
（
47
英
）
か
ら
出
さ
れ
た
。

　

次
に
、
決
議
事
項
に
入
り
、
第
１
号
議
案

「
平
成
28
年
度
の
決
算
承
認
の
件
」
を
審
議
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
第
２
号
議
案
「
役

員
選
任
の
件
」
を
審
議
、
議
長
は
採
決
に
あ

た
り
、
定
款
第
19
条
第
３
項
の
規
定
に
よ
り
、

候
補
者
ご
と
に
個
別
に
賛
否
を
諮
り
、
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。

　

社
員
庄
子
忠
宏
（
40
工
経
）
か
ら
、
平
成

29
年
度
事
業
計
画
及
び
予
算
に
つ
い
て
の
審

議
を
行
わ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
、
議
長
か
ら
、
定
款
に
よ
り
事
業
計
画
及

び
予
算
は
、
総
会
の
審
議
事
項
で
は
な
い
こ

と
が
回
答
さ
れ
た
。
以
上
で
、
平
成
29
年
度

定
時
総
会
は
閉
会
し
た
。

　

総
会
終
了
後
の
休
憩
時
間
に
、
第
1
回
理

事
会
を
開
催
し
、
会
長
、
副
会
長
３
名
、
専

務
理
事
３
名
が
選
任
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

　

ご
来
賓
と
し
て
神
奈
川
大
学
兼
子
良
夫
学

長
、
学
校
法
人
神
奈
川
大
学
小
林
孝
吉
常
務

理
事
、
学
校
法
人
神
奈
川
大
学
理
事
・
事
務

局
長
の
永
和
田
隆
一
氏
を
迎
え
て
、
本
会
の

表
彰
披
露
並
び
に
大
場
憲
治
会
長
か
ら
学
校

法
人
へ
「
米
田
吉
盛
教
育
奨
学
金
」
募
金
へ

の
寄
付
の
目
録
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
兼
子
良
夫
学
長
並
び
に
小
林
孝
吉

常
務
理
事
か
ら
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
の
後
、
会
場
を
１
号
館
８
階
に
移
し
、

懇
親
会
が
開
か
れ
大
学
関
係
者
を
交
え
て
、

和
や
か
な
う
ち
に
お
開
き
と
な
り
全
日
程
を

終
了
し
た
。

　

会
員
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し

て
は
お
元
気
で

ご
活
躍
の
事
と

思
い
ま
す
。
こ

の
度
、
6
月
10

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
一
般
社
団
法
人
神
奈

川
大
学
宮
陵
会
（
以
下
「
本
会
」
と
い
う
）
の
、

平
成
29
年
度
定
時
総
会
に
於
い
て
、
理
事
・

監
事
の
皆
様
か
ら
ご
推
薦
を
受
け
、
前
期
に

引
き
続
き
会
長
職
を
務
め
る
事
と
成
り
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
未
熟
で
は
あ
り
ま
す
が
、
会

務
運
営
に
、
会
の
活
動
に
最
大
限
の
努
力
を

し
て
重
責
を
果
た
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
神
奈
川
大
学
も
、
み
な
と
み
ら

い
21
地
区
に
新
キ
ャ
ン
パ
ス
、「
国
際
・
日
本
」

の
融
合
し
た
未
来
「
創
造
・
交
流
」
キ
ャ
ン

パ
ス
の
展
開
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
日
本
文
化

を
日
本
か
ら
世
界
へ
発
信
す
る
新
た
な
国
際

系
学
部
の
開
設
や
グ
ロ
ー
バ
ル
系
学
部
の
集

約
を
行
う
ほ
か
、
建
物
の
低
層
部
分
に
は
、

あ
ら
ゆ
る
「
人
」
が
集
い
、「
知
」
が
交
流
す

る
拠
点
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
コ
モ
ン
ズ
）
を
設
置

し
、
大
学
と
し
て
の
機
能
だ
け
で
な
く
、
新

し
い
学
び
の
場
・
賑
わ
い
の
場
と
な
る
、
新

た
な
魅
力
と
活
気
に
満
ち
た
街
に
、
学
生
数

５
，
０
０
０
人
を
含
め
た
、
年
間
延
べ
10
万

人
の
来
街
者
を
見
込
む
な
ど
100
周
年
に
向
け

て
将
来
構
想
が
着
実
に
進
ん
で
お
り
ま
す
。

課
外
活
動
団
体
に
関
し
て
も
、
全
国
の
会
員

が
期
待
を
寄
せ
て
い
る
陸
上
競
技
部
が
、
第

93
回
東
京
箱
根
間
往
復
大
学
駅
伝
競
走
で
見

事
総
合
5
位
の
成
績
を
収
め
大
き
な
感
動
を

届
け
て
頂
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、
久
々
に

大
学
三
大
駅
伝
（
全
日
本
駅
伝
・
出
雲
駅
伝
・

　

会
長
就
任
の
御
挨
拶

　
　
　

第
十
九
代
会
長

　
　
　
　
　
　
　
大
場　

憲
治

  
平
成
29
年
度　

定
時
総
会
開
催
さ
れ
る

　

６
月
10
日　

横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
16
号
館
セ
レ
ス
ト
ホ
ー
ル
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箱
根
駅
伝
）
に
出
場
が
決
ま
る
等
、
全
国
の

会
員
に
素
晴
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス
を
届
け
る
事

が
出
来
る
よ
う
に
成
っ
て
参
り
ま
し
た
。
そ

の
他
、
水
泳
部
、
女
子
サ
ッ
カ
ー
部
、
男
子

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、
吹
奏
楽
部
な
ど
、

多
く
の
準
会
員
（
団
体
・
個
人
）
の
活
躍
に

目
覚
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
宮
陵
会
と
し

て
も
今
迄
以
上
に
、
大
学
幹
部
・
関
係
者
の

皆
様
方
と
意
見
交
換
な
ど
、
交
流
を
深
め
て
、

大
学
に
対
し
て
何
が
出
来
る
の
か
を
明
確
に

し
て
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。

　

本
会
も
、
一
般
社
団
法
人
移
行
後
5
回
目

の
定
時
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
議
案
と

し
て
は
、「
平
成
28
年
度
決
算
」
と
「
役
員
選

任
」
の
二
つ
で
、
決
算
に
つ
き
ま
し
て
は
原

案
の
通
り
ご
承
認
頂
き
ま
し
た
。
役
員
改
選

に
つ
き
ま
し
て
は
、
候
補
者
が
定
員
を
超
え

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
選
挙
は
行
わ
ず
、
役
員

候
補
者
推
薦
委
員
会
に
よ
り
推
薦
さ
れ
た
理

事
20
名
、
監
事
3
名
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
会
で
は
、
宇
野
峰
雪
氏
（
副
会
長
）
と

北
野
紘
一
氏
が
理
事
を
退
任
さ
れ
、
新
た
に

久
米
信
行
氏
と
萩
原
く
み
こ
氏
が
選
任
さ
れ

ま
し
た
。
女
性
理
事
1
名
増
（
計
3
名
）
と

成
り
ま
し
た
。
副
会
長
は
、
間
中
晟
理
事
が

再
任
さ
れ
、
会
田
彰
理
事
・
春
原
正
三
郎
理

事
が
新
た
に
副
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

専
務
理
事
は
、
平
能
孝
一
理
事
と
佐
藤
武
理

事
が
再
任
、
新
た
に
久
米
信
行
理
事
が
新
任

と
し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
監
事
に
つ
き
ま

し
て
は
、
三
縄
昭
男
氏
・
今
田
正
紀
氏
・
三

宮
政
俊
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
（
詳
細
は
別

掲
新
役
員
紹
介
を
ご
参
照
下
さ
い
）。
任
期
で

あ
り
ま
す
平
成
29
年
度
・
30
年
度
は
、
会
長

（
1
名
）・
副
会
長
（
3
名
）・
専
務
理
事
（
3

名
）
の
三
役
（
7
名
）
を
含
め
た
、
理
事

（
20
名
）・
監
事
（
3
名
）
体
制
に
て
進
め
る

事
に
成
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
本
会
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
定
時

総
会
で
説
明
し
た
通
り
、
１
．
会
員
相
互
の

連
携
強
化
、
そ
の
他
本
会
の
目
的
達
成
に
付

随
す
る
事
業
、
２
．
神
奈
川
大
学
の
進
展
と

維
持
に
必
要
な
事
業
、
３
．
本
部
関
係
で
は
、

財
政
基
盤
の
確
立
、
本
会
事
務
局
体
制
の
強

化
、
宮
陵
会
館
建
設
・
設
立
80
周
年
事
業
、

地
域
組
織
の
設
立
・
再
建
へ
の
支
援
、
特
別

委
員
会
の
継
続
強
化
な
ど
、
各
種
委
員
会
を

設
置
し
て
、
①
総
務
財
政
委
員
会
、
②
組
織

委
員
会
、
③
広
報
委
員
会
、
④
事
業
委
員
会
、

⑤
女
性
委
員
会
を
中
心
に
、
理
事
全
員
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
委
員
会
に
参
加
し
て
目
的
達
成

に
取
組
み
ま
す
。
又
、
今
年
度
は
全
国
地
域

組
織
代
表
者
会
議
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
ご
理
解
を
賜
り
ま
し
て
、
会
員
皆
様

方
の
絶
大
な
る
ご
支
援
と
、
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
就
任
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

専
務
理
事

　

久
米　

信
行

　
(

昭
49)

　

総
務
財
政
委
員
会

　

委
員
長
・

　

女
性
委
員
会
担
当

専
務
理
事

　

平
能　

孝
一

　

(

昭
48
貿)

　

事
業
委
員
会
委
員
長
・

　

広
報
委
員
会
担
当

副
会
長

　

春
原　

正
三
郎

　

(

昭
47
法)

　

総
務
財
政
・

　

広
報
委
員
会
担
当

副
会
長

　

会
田　

彰

　
（
昭
45
貿
）

　

事
業
委
員
会
担
当

副
会
長

　

間
中　

晟

　

(

昭
44
経
）

　

組
織
・
女
性
委
員
会

　

担
当

会　

長

　

大
場　

憲
治

　
（
昭
44
経
）

理　

事

　

中
野　

健
一

　

(

昭
45
経
）

　

総
務
財
政
委
員
会

　
　
　
　

副
委
員
長

理　

事

　

久
保　

清
治

　
（
昭
43
貿
）

　

事
業
委
員
会

　
　
　
　

副
委
員
長

理　

事

　

浅
野　

博
之

　

(

昭
43
貿)

　

組
織
委
員
会

　
　
　
　

副
委
員
長

理　

事

　

古
川　

勝
彦

　
（
昭
40
経)

　

広
報
委
員
会

　
　
　
　

副
委
員
長

理　

事

　

栗
田　

光
郎

　
（
昭
和
39
機
）

　

総
務
財
政
委
員

専
務
理
事

　

佐
藤　

武

　
（
昭
和
56
経
）

　

組
織
委
員
会
委
員
長

新
役
員
紹
介
（
次
頁
へ
続
く
）
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◆功 労 表 彰（表彰規程第２条第２号該当）
　地域組織関係
　　砂　邊　正　雄　様 
　　　昭和33年工学部電気工学専修課程卒業
　　　元沖縄県宮陵会 会長

◆感 謝 表 彰（表彰規程第２条第３号該当）
　地域組織関係
　　土　屋　孝　人　様 
　　　昭和33年工学部電気工学専修課程卒業
　　　元苫小牧宮陵会 会長

　　佐　藤　一　昭　様
　　　昭和43年工学部電気工学科卒業
　　　元青森県宮陵会 副会長

　　泉　　　隆 一 郎　様
　　　昭和39年法経学部経済学科卒業
　　　元柔道部OB・OG会 副会長

　　松　本　直　高　様
　　　昭和40年法経学部経済学科卒業
　　　元レスリング部OB会 副会長・幹事長

◆特 別 表 彰  （表彰規程第２条第４号該当）
　　鈴　木　健　吾　様
　　　経済学部現代ビジネス学科4年
　　　第93回東京箱根間往復大学駅伝競走

２区区間賞
　　　オランダ・ナイメーヘン　ロードレース

　　　  15km    ８位
　　第20回日本学生ハーフマラソン選手権大会　　　

　　 優勝 （大会新記録）

　　後　藤　真由子　様    
　　　人間科学部人間科学科4年　   
　　　第92回日本学生選手権水泳競技大会　　 

200m　背泳ぎ　優勝
800m　自由形　３位

　　　第92回日本選手権水泳競技大会
200m背泳ぎ　３位
400m自由形　７位
800m自由形　８位

　　　第10回アジア選手権水泳競技大会
 200m背泳ぎ　４位

表　彰　者　芳　名

理　

事

　

萩
原　

く
み
こ

　
（
昭
59
法
）

　

組
織
委
員

理　

事

　

永
田　

晴
彦

　
（
昭
58
貿
）

　

広
報
委
員

理　

事

　

庄
子　

さ
ち
子

　
（
昭
54
法
）

　

女
性
委
員
会

　
　
　
　

副
委
員
長

理　

事

　

渡
邊　

恵
子

　
（
昭
52
法
）

　

女
性
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長

理　

事

　

内
藤　

正
久

　
（
昭
51
機
）

　

広
報
委
員
会

　
　
　
　

委
員
長

理　

事

　

多
湖　

秀
明

　
（
昭
46
経
）

　

組
織
委
員

監　

事

　

三
宮　

政
俊

　
（
昭
51
法
）

監　

事

　

今
田　

正
紀

　
（
昭
45
経
）

監　

事

　

三
縄　

昭
男

　
（
昭
43
貿
）

理　

事

　

赤
井　

昭
二

　
（
平
６
応
化
）

　

事
業
委
員

理　

事

　

手
塚　

正

　
（
昭
60
英
）

　

事
業
委
員

新
役
員
紹
介 

（
前
頁
よ
り
続
き
）
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平成 28年度事業報告
■会誌・会報の編集、発行／会誌（4月）は正会員（58,783件）へ、
会報（夏・冬）は会員（住所登録者）（約103,000件）へ送付。

■神奈川大学学部卒業もしくは大学院修了の専任教員を対象とした
教育研究奨励助成として、４件の研究に対して755,000円を助成。

■給付奨学金として学部生7名及び大学院生13名に対し、総額
6,752,500円を給付。

■「米田吉盛教育奨学金」募金への指定寄付として2,000万円を寄付。
■大学主催事業であるホームカミングデー、卒業祝賀会、駅伝報告会、
一般公開講座等に対して合計730万円の協賛金等を寄付。

■平成29・30年度の代議員を選出する選挙を実施し、184名の代議員
が選任された（代議員1名のご逝去により現在の代議員数は183名）。

■本会は平成29年度に設立80周年を迎えるが、宮陵会館（仮称）の
竣工時期等を勘案し、平成30年度に設立80周年記念事業を行うこ
とを決定した。

■熊本地震罹災地域組織（熊本県・大分県）へ、お見舞金並びに定
時総会において募った義援金を贈呈した。

平成 29年度事業計画
■全国地域組織代表者会議の開催（平成29年10月開催予定）。
■新たな地域組織の設立支援、休眠状態にある組織の再建支援、並
びに基準に準拠した設置承認の取り消し等。

■会館建設特別委員会及び設立80周年記念事業特別委員会の継続開
催。

■準会員（在学生）に対する「宮陵会」広報活動の強化。

平成28年度　貸借対照表
平成29年３月31日現在 （単位：円）

科　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減
Ⅰ　資 　産 　の 　部
　１.流　動　資　産

現 金 207,863 181,931 25,932
普 通 預 金 59,931,287 89,721,548 △ 29,790,261
振 替 貯 金 270,786 379,000 △    108,214
定 期 預 金 240,000,000 190,000,000 50,000,000
未 収 金 86,948 84,293 2,655
貸 付 金 16,463,200 26,509,150 △ 10,045,950
貸 倒 引 当 金 △    924,000 △  3,000,000 2,076,000

流　動　資　産　合　計 316,036,084 303,875,922 12,160,162
　２.固  定  資  産
　 (1) 基　本　財　産

定 期 預 金 3,000,000 3,000,000 0
基　本　財　産　合　計 3,000,000 3,000,000 0

　 (2) 特　定　資　産
奨 学 基 金 積 立 資 産 10,000 30,791,224 △ 30,781,224
設立80周年記念事業積立資産 10,000,000 10,000,000 0
退 職 給 付 引 当 預 金 2,163,032 2,163,000 32

特　定　資　産　合　計 12,173,032 42,954,224 △ 30,781,192
固　定　資　産　合　計 15,173,032 45,954,224 △ 30,781,192
資　　 産　　 合　　 計 331,209,116 349,830,146 △ 18,621,030

Ⅱ　負　 債　 の　 部
　１.流　動　負　債

未 払 金 852,616 607,324 245,292
前 受 会 費 30,000 42,000 △     12,000
預 り 金 246,487 241,356 5,131

流  動  負  債  合  計 1,129,103 890,680 238,423
　２.固　定　負　債

退 職 給 付 引 当 金 2,163,032 2,163,000 32
固 定 負 債 合 計 2,163,032 2,163,000 32
負 債 合 計 3,292,135 3,053,680 238,455

Ⅲ　 正 味 財 産 の 部
　１.指　定　正　味　財　産

指定正味財産合計
(うち基本財産への充当額 )
( うち特定資産への充当額 )

　２.一　般　正　味　財　産 327,916,981 346,776,466 △ 18,859,485
( うち基本財産への充当額 ) (3,000,000) (3,000,000) (0)
( うち特定資産への充当額 ) (10,010,000) (40,791,224) ( △ 30,781,224)
正　味　財　産　合　計 327,916,981 346,776,466 △ 18,859,485
負債及び正味財産合計 331,209,116 349,830,146 △ 18,621,030

平成28年度　正味財産増減計算書
平成28年4月1日から平成29年3月31日まで （単位：円）

科　　　　目 当　年　度 前　年　度 増　　減
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１.経常増減の部
(1) 経　　常　　収　　益

① 財 産 運 用 益 9,390 26,872 △ 17,482
基 本 財 産 受 取 利 息 642 636 6
特 定 資 産 受 取 利 息 8,748 26,236 △ 17,488

② 受 取 会 費 117,315,000 118,620,000 △ 1,305,000
正 会 員 会 費 6,840,000 7,180,000 △ 340,000
準 会 員 会 費 110,475,000 111,440,000 △ 965,000

③ 雑 収 益 712,078 847,011 △ 134,933
受 取 利 息 25,814 74,482 △ 48,668
雑 収 益 686,264 772,529 △ 86,265

経 常 収 益 計 118,036,468 119,493,883 △ 1,457,415
(2) 経　　常　　費　　用

① 事 業 費
給 料 手 当 6,275,626 5,829,345 446,281
退 職 給 付 引 当 金 繰 入 額 16 14,000 △ 13,984
福 利 厚 生 費 962,510 905,243 57,267
会     議     費 412,346 515,877 △ 103,531
旅 費 交 通 費 3,145,020 7,190,631 △ 4,045,611
通 信 運 搬 費 27,498,736 26,240,015 1,258,721
消 耗 品 費 915,840 1,056,024 △ 140,184
印 刷 製 本 費 7,610,017 7,435,908 174,109
慶 弔 交 際 費 2,157,254 1,991,790 165,464
賃 借 料 224,856 80,546 144,310
諸 謝 金 367,521 300,699 66,822
支 払 負 担 金 7,300,000 7,300,000 0
支 払 助 成 金 10,061,746 9,901,987 159,759
支 払 寄 付 金 30,207,500 32,730,000 △ 2,522,500
給 付 奨 学 金 18,792,500 16,270,000 2,522,500
委 託 費 255,053 1,047,945 △ 792,892
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 0 3,000,000 △ 3,000,000
雑 費 36,696 454,566 △ 417,870
事 業 費 計 116,223,237 122,264,576 △ 6,041,339

② 管 理 費
給 料 手 当 6,275,626 5,829,346 446,280
派 遣 事 務 費 2,911,249 2,911,249
臨 時 雇 用 賃 金 79,170 601,845 △ 522,675
退 職 給 付 引 当 金 繰 入 額 16 14,000 △ 13,984
福 利 厚 生 費 962,510 905,244 57,266
会 議 費 1,067,505 1,175,285 △ 107,780
旅 費 交 通 費 2,746,202 2,700,052 46,150
通 信 運 搬 費 710,081 752,341 △ 42,260
消 耗 什 器 備 品 費 0 26,300 △ 26,300
消 耗 品 費 461,981 443,674 18,307
印 刷 製 本 費 699,296 726,601 △ 27,305
慶 弔 交 際 費 1,437,364 1,205,192 232,172
賃 借 料 224,856 80,546 144,310
委 託 費 2,638,500 2,638,500 0
雑 費 458,360 839,591 △ 381,231
管 理 費 計 20,672,716 17,938,517 2,734,199

経　　常　　費　　用　　計 136,895,953 140,203,093 △ 3,307,140
当 期 経 常 増 減 額 △ 18,859,485 △ 20,709,210 1,849,725

２. 経常外増減の部
(1) 経　常　外　収　益

経 常 外 収 益 計
(2) 経　常　外　費　用

経 常 外 費 用 計
当 期 経 常 外 増 減 額
当期一般正味財産増減額 △ 18,859,485 △ 20,709,210 1,849,725
一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 346,776,466 367,485,676 △ 20,709,210
一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 327,916,981 346,776,466 △ 18,859,485

Ⅱ　指定正味財産増減の部
当期指定正味財産増減額
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高 327,916,981 346,776,466 △ 18,859,485

平成29年度　正味財産増減予算書
平成29年4月1日から平成30年3月31日まで （単位：円）

科　　　　目 予　算　額 備　　　考
Ⅰ　一般正味財産増減の部
１.経常増減の部
(1) 経　　常　　収　　益

① 財 産 運 用 益 3,000
基 本 財 産 受 取 利 息 1,000
特 定 資 産 受 取 利 息 2,000

② 受 取 会 費 116,090,000
正 会 員 会 費 6,090,000
準 会 員 会 費 110,000,000

③ 雑 収 益 350,000
受 取 利 息 10,000
雑 収 益 340,000

経 常 収 益 計 116,443,000
(2) 経　　常　　費　　用

① 事 業 費
給 料 手 当 7,740,000
福 利 厚 生 費 1,400,000
会     議     費 1,387,000
旅 費 交 通 費 7,500,000
通 信 運 搬 費 35,054,000
消 耗 品 費 1,682,000
印 刷 製 本 費 8,138,000
慶 弔 交 際 費 2,120,000
賃 借 料 246,000
諸 謝 金 510,000
支 払 負 担 金 6,400,000
支 払 助 成 金 14,350,000
支 払 寄 付 金 21,000,000
給 付 奨 学 金 20,000,000
委   託  費 2,200,000
雑 費 140,000
事 業 費 計 129,867,000

② 管 理 費
給 料 手 当 7,740,000
臨 時 雇 用 賃 金 200,000
福 利 厚 生 費 1,400,000
会     議     費 2,360,000
旅 費 交 通 費 3,850,000
通 信 運 搬 費 1,275,000
消 耗 什 器 備 品 費 200,000
消 耗 品 費 670,000
印 刷 製 本 費 1,430,000
慶 弔 交 際 費 1,800,000
賃 借 料 246,000
保 険 料 300,000
委 託 費 3,642,000
雑 費 830,000
管 理 費 計 25,943,000

経　　常　　費　　用　　計 155,810,000
当 期 経 常 増 減 額 △ 39,367,000

２. 経常外増減の部
(1) 経　常　外　収　益

経 常 外 収 益 計
(2) 経　常　外　費　用

経 常 外 費 用 計
当 期 経 常 外 増 減 額
当期一般正味財産増減額 △ 39,367,000
一 般 正 味 財 産 期 首 残 高 327,916,981
一 般 正 味 財 産 期 末 残 高 288,549,981

Ⅱ　指定正味財産増減の部
① 受 取 寄 付 金

受 取 寄 付 金
当期指定正味財産増減額
指 定 正 味 財 産 期 首 残 高
指 定 正 味 財 産 期 末 残 高

Ⅲ　正味財産期末残高 288,549,981
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◆ 

経
歴

昭
和
９
年
１
月　

北
海
道
紋
別
郡
雄
武

（
お
う
む
）
町
生
ま
れ

昭
和
31
年 

短
期
大
学
部
商
科
卒
業

昭
和
31
年 

出
塚
食
品
㈱
入
社

昭
和
36
年 

ほ
た
て
蒲
鉾
を
考
案
、
翌
年
日

　
　
　
　

 

本
橋
三
越
本
店
と
取
引
開
始　

昭
和
52
年 

出
塚
食
品
㈱
代
表
取
締
役
就
任

昭
和
61
年 

「
全
国
蒲
鉾
品
評
会
北
海
道
知

　
　
　

 

事
賞
」
を
受
賞

平
成
８
年 

販
売
店
と
宴
会
場
を
併
設
し
た

　
　
　
　

 

建
物
に
建
替
え
、
地
域
の
交
流

　
　
　
　

 

場
所
と
し
て
活
用

◆ 

会
社
の
紹
介

　

北
海
道
北
東
部
の
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
に
面
し

た
雄
武
町
に
、
昭
和
９
年
父
親
が
創
業
し
ま

し
た
。
当
社
は
蒲
鉾
・
折
詰
仕
出
し
、
惣
菜

の
製
造
・
販
売
で
、
当
社
の
売
り
は
、
オ
ホ
ー

ツ
ク
海
で
獲
れ
た
魚
を
使
用
し
た
す
り
身
で

ホ
タ
テ
の
貝
柱
を
丸
ご
と
１
個
包
ん
だ
ユ

ニ
ー
ク
な
珍
味
蒲
鉾
で
す
。
味
が
評
価
さ
れ

日
本
橋
三
越
本
店
に
卸
し
た
り
、
通
信
販
売

大
手
の
楽
天
や
ア
マ
ゾ
ン
等
に
「
出
塚
か
ま

ぼ
こ
」
と
い
う
名
称
で
贈
答
用
を
中
心
に
出

店
し
て
い
ま
す
。

◆ 

神
大
進
学
の
き
っ
か
け
と
学
生
時
代

　

私
は
雄
武
で
生
ま
れ
て
育
ち
、
高
校
は
紋

別
で
し
た
の
で
、
是
非
と
も
東
京
に
行
っ
て

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
当
時
は
、
雄

武
か
ら
高
校
に
進
む
の
は
100
人
の
う
ち
７
人

し
か
い
な
い
時
代
で
、
と
も
か
く
東
京
へ

行
っ
て
、
東
京
が
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
な
の

か
を
観
て
み
た
い
と
切
望
し
て
い
ま
し
た
。

東
京
へ
行
こ
う
と
い
ろ
い
ろ
調
べ
た
と
こ

ろ
、
札
幌
の
北
大
で
神
大
の
地
方
試
験
が
あ

り
、
そ
れ
を
受
け
て
合
格
し
ま
し
た
。
本
当

は
４
年
生
の
大
学
に
行
こ
う
と
思
っ
て
い
ま

し
た
が
、
家
を
手
伝
わ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
し
、
４
年
間
も
親
に
負
担
を
か
け
る
の
は

無
理
だ
と
あ
き
ら
め
、
短
大
に
し
ま
し
た
。

合
格
し
、
東
京
に
行
き
た
い
と
両
親
に
話
し

ま
し
た
ら
、
一
言
「
う
ん
」
と
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
の
時
の
両
親
の
複
雑
な
表
情
は

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
父
親
が
決
断
し
て
く
れ

た
の
で
す
が
、
母
親
も
一
緒
に
な
っ
て
寝
な

い
で
働
い
て
仕
送
り
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

結
局
、
雄
武
か
ら
大
学
へ
進
学
し
た
の
は
、

私
一
人
で
し
た
。
お
金
を
節
約
す
る
た
め
東

京
へ
は
、
各
駅
停
車
を
乗
り
継
ぎ
、
途
中
青

函
連
絡
船
の
洞
爺
丸
で
本
州
へ
渡
り
、
さ
ら

に
各
駅
停
車
と
い
う
行
程
で
、
雄
武
か
ら
３

日
目
に
上
野
に
着
き
ま
し
た
。

　

上
京
し
、
落
ち
着
い
て
か
ら
銀
座
へ
行
っ

て
銀
座
四
丁
目
の
三
越
を
見
て
、「
う
ち
の
蒲

鉾
を
三
越
で
売
っ
て
も
ら
い
た
い
！
」
と
い

う
夢
が
芽
生
え
ま
し
た
。
学
生
時
代
は
、
学

生
服
を
着
て
横
浜
の
蒲
鉾
を
作
っ
て
い
る
工

場
に
飛
び
込
み
で
訪
問
し
、
北
海
道
で
蒲
鉾

屋
を
や
っ
て
い
る
の
で
製
造
工
程
を
見
せ
て

く
だ
さ
い
と
お
願
い
し
、
快
く
見
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。

　

と
も
か
く
、
学
生
服
を
着
て
２
年
間
築
地

や
伊
勢
佐
木
町
な
ど
、
ど
こ
に
で
も
出
か
け

て
行
っ
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見
て
き
ま
し

た
。
見
る
も
の
す
べ
て
が
新
鮮
で
、
一
気
に

世
界
が
広
が
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
経
験

を
し
た
お
か
げ
で
、
帰
郷
し
た
ら
何
か
新
し

い
製
品
を
作
っ
て
そ
の
蒲
鉾
を
三
越
で
売
っ

て
も
ら
う
、
と
い
う
「
目
標
」
が
生
ま
れ
ま

し
た
。

◆ 

新
製
品
の
開
発
と
三
越
と
の
取
引

　

帰
郷
後
、
デ
パ
ー
ト
で
売
る
の
に
良
い
も

の
が
な
い
か
と
試
行
錯
誤
し
た
結
果
、
地
元

の
ホ
タ
テ
の
貝
柱
を
１
つ
そ
の
ま
ま
入
れ

て
、
そ
れ
を
す
り
身
で
包
み
、
食
べ
る
と
貝

柱
の
風
味
が
口
い
っ
ぱ
い
に
広
が
る
「
ホ
タ

テ
蒲
鉾
」
に
た

ど
り
着
き
ま
し

た
。
開
発
に
は

５
年
間
か
か
り

ま
し
た
。
日
本

橋
三
越
本
店
に

は
、
従
妹
の
伝

手
で
バ
イ
ヤ
ー

に
試
食
し
て
も

ら
い
、
こ
れ
な

ら
売
れ
る
と
い

う
評
価
を
い
た
だ
き
、
翌
年
か
ら
取
り
扱
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
商

品
は
今
で
も
贈
答
品
と
し
て
売
れ
て
お
り
、

そ
の
利
益
と
銀
行
か
ら
の
借
り
入
れ
で
、
３

階
建
て
の
建
物
に
建
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

若
い
人
に
は
、
と
も
か
く
我
慢
し
て
「
夢
」

や
「
目
標
」
を
持
っ
て
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
、

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

◆ 

親
へ
の
感
謝
と
恩
返
し

　

親
に
は
か
な
り
無
理
を
さ
せ
て
、
都
会
で

２
年
間
過
ご
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の

お
か
げ
で
、
私
の
人
生
が
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。
親
の
代
よ
り
も
商
売
を
大
き
く
で
き

た
の
で
、
喜
ん
で
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
大
学
に
行
か
せ
た
価
値
が
あ
っ
た
と
、

き
っ
と
認
め
て
く
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

と
も
か
く
、
親
に
恩
返
し
を
し
よ
う
と
思
っ

て
、
こ
れ
ま
で
頑
張
っ
て
や
っ
て
き
ま
し
た
。

（
取
材
・
文
責
／
内
藤
）
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２
０
１
７
年
6
月
18
日
（
日
）
に
さ
い
た
ま
市

駒
場
運
動
公
園
競
技
場
に
お
い
て
、
秩
父
宮
賜
杯

第
49
回
全
日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
関
東

学
生
陸
上
競
技
連
盟
推
薦
校
選
考
会
が
行
わ
れ

た
。

　

こ
の
選
考
会
は
、
関
東
学
連
が
11
月
に
行
わ
れ

る
本
大
会
の
出
場
推
薦
校
を
選
考
す
る
も
の
で
あ

り
、
各
校
8
名
の
選
手
が
2
名
ず
つ
4
組
に
分
か

れ
て
１
０
，
０
０
０
m
を
走
り
、
総
合
タ
イ
ム
で

上
位
9
校
を
決
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
神
大
駅
伝

チ
ー
ム
は
各
選
手
素
晴
ら
し
い
走
り
を
み
せ
、
見

事
1
位
で
選
考
会
を
通
過
し
、
2
大
会
ぶ
り
に
全

日
本
大
学
駅
伝
対
校
選
手
権
大
会
の
出
場
権
を
獲

得
し
た
。

　

1
組
目
に
は
荻
野
太
成
選
手
（
2
年
）
と
、
当

日
エ
ン
ト
リ
ー
変
更
と
な
っ
た
越
川
堅
太
選
手

（
2
年
）
が
出
場
。
小
雨
が
降
り
始
め
る
中
、
両

選
手
、
良
好
な
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。
レ
ー
ス
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
た
こ
と
で
適
度

な
ペ
ー
ス
で
進
み
、
越
川
選
手
は
集
団
の
前
方
、

荻
野
選
手
は
集
団
の
中
盤
に
つ
い
た
。
レ
ー
ス
が

進
む
に
つ
れ
て
徐
々
に
集
団
が
く
ず
れ
て
き
た

が
、
越
川
選
手
は
常
に
先
頭
に
絡
み
、
荻
野
選
手

は
徐
々
に
集
団
の
前
方
に
位
置
を
変
え
て
い
っ

た
。
越
川
選
手
は
2
着
、
荻
野
選
手
は
4
着
と
な

り
、
こ
の
時
点
で
総
合
1
位
。
期
待
の
2
年
生
コ

ン
ビ
が
チ
ー
ム
に
勢
い
を
つ
け
て
い
く
。

　

続
い
て
ス
タ
ー
ト
し
た
2
組
目
に
は
、
宗
直
輝

選
手（
2
年
）と
安
田
共
貴
選
手（
2
年
）が
出
場
。

序
盤
か
ら
牽
制
し
合
い
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
大
集

団
で
レ
ー
ス
が
展
開
さ
れ
た
。
両
選
手
と
も
大
集

団
の
中
盤
に
つ
き
、
大
き
な
変
動
も
な
い
ま
ま
終

盤
ま
で
も
つ
れ
込
む
我
慢
の
レ
ー
ス
と
な
っ
た
。

８
，
０
０
０
ｍ
付
近
か
ら
徐
々
に
ペ
ー
ス
に
変
動

が
あ
る
も
、
レ
ー
ス
が
動
い
た
の
は
最
後
の
2
周
。

一
気
に
ペ
ー
ス
が
上
が
る
と
宗
選
手
、
安
田
選
手

共
に
必
死
に
先
頭
に
食
ら
い
つ
き
ゴ
ー
ル
。
宗
選

手
が
8
着
、
安
田
選
手
は
13
着
と
な
り
総
合
2
位
。

順
位
は
落
と
し
て
し
ま
っ
た
が
、
タ
イ
ム
差
は
少

な
く
上
位
で
の
通
過
も
見
え
て
き
た
。

　

3
組
目
に
は
大
塚
倭
選
手
（
4
年
）
と
鈴
木
祐

希
選
手
（
4
年
）
が
出
場
。
1
組
目
同
様
、
序
盤

か
ら
集
団
は
快
調
な
ペ
ー
ス
で
進
み
、
徐
々
に
集

団
が
縦
長
に
な
っ
て
い
っ
た
。
終
盤
に
さ
し
か
か

る
と
一
気
に
ペ
ー
ス
が
上
が
り
、
大
塚
選
手
、
鈴

木
選
手
共
に
先
頭
集
団
か
ら
離
さ
れ
て
し
ま
う

が
、
残
り
300
ｍ
で
驚
異
の
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
仕

掛
け
た
大
塚
選
手
が
前
方
に
い
た
鈴
木
選
手
に
追

い
つ
き
、
最
後
は
両
選
手
が
競
り
な
が
ら
ゴ
ー
ル
。

鈴
木
選
手
が
3
着
、
大
塚
選
手
は
4
着
に
な
り
総

合
1
位
に
返
り
咲
い
た
。

　

最
終
組
と
な
る
4
組
目
に
は
昨
年
同
様
、
主
将

の
鈴
木
健
吾
選
手
（
4
年
）
と
山
藤
篤
司
選
手

（
3
年
）が
出
場
。
各
大
学
の
エ
ー
ス
が
配
置
さ
れ
、

留
学
生
を
先
頭
に
ハ
イ
ペ
ー
ス
の
レ
ー
ス
が
展
開

さ
れ
た
。
序
盤
か
ら
縦
長
に
な
っ
た
集
団
は
、
留

学
生
が
先
導
す
る
数
名
が
独
走
す
る
中
、
大
き
な

集
団
を
鈴
木
選
手
が
牽
引
し
先
頭
を
追
っ
た
。
終

盤
に
さ
し
か
か
る
こ
ろ
に
は
集
団
も
崩
れ
、
鈴
木

選
手
は
独
走
状
態
に
な
り
5
着
で
ゴ
ー
ル
。
山
藤

選
手
は
集
団
か
ら
こ
ぼ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、
単
独

走
に
な
っ
て
も
な
お
粘
り
強
く
前
を
追
う
と
、
ラ

ス
ト
か
ら
の
巻
き
返
し
で
8
着
ゴ
ー
ル
。
2
名
と

も
上
位
で
ゴ
ー
ル
し
た
こ
と
で
、
3
組
目
ま
で
の

順
位
を
死
守
し
、
3
時
間
56
分
16
秒
62
と
い
う

ト
ッ
プ
タ
イ
ム
で
本
大
会
出
場
を
決
め
た
。

　

年
始
の
箱
根
駅
伝
に
続
き
、
私
た
ち
に
感
動
を

与
え
て
く
れ
た
神
大
駅
伝
チ
ー
ム
。
飛
躍
し
続
け

る
彼
ら
に
、
11
月
5
日
に
開
催
さ
れ
る
本
大
会
に

お
い
て
も
、
心
か
ら
の
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。

    
全
日
本
大
学
駅
伝
予
選

　
　
　
　
　
　

見
事 

１
位 

通
過
を
果
た
す
！

　
　
　
　
　
　
　

２
大
会
ぶ
り
16
回
目
の
本
大
会
出
場
決
定
!!

荻野　太成選手

越川　堅太選手宗直　輝選手

安田　共貴選手大塚　倭選手鈴木　祐希選手

鈴木　健吾選手山藤　篤司選手
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開催日 ブロック名 主管地域組織 会　　場 備　　　　　考

  9.  2（土）中国ブロック 鳥取因幡 鳥取シティホテル 16：00～ブロック会議
18：00～合同懇親会（会費：5,000 円 )

  9.23（土）北陸ブロック 福井県 福井県繊協ビル８Ｆ
12：00～ 13：00　講演会
演題：「箱根駅伝を走って」
講師：（元）陸上競技部、（現）神奈川大学 平塚学生課職員　岩原正樹
13：15～ 15：30　懇親会 (会費：8,000 円、女性 6,000 円 )

  9.30（土）九州ブロック 福岡 グランドハイアット福岡
17：30～ 19：10　ブロック会・講演会
演題：「神奈川大学のスポーツ戦略について」
講師：スポーツセンタースポーツ戦略室課長　勝又章好
19：30～ 21：00　懇親会

10.21（土）近畿ブロック 大阪府 ホテル阪急
インターナショナル６Ｆ

11：30～ 13：30　ブロック会・講演会
演題：「みなとみらいキャンパス開設について」
講師：神奈川大学工学部建築学科　内田青蔵教授
13：30～ 15：30　懇親会（会費：8,000円、女性・在学生6,000円）

10.28（土）神奈川県ブロック

南足柄
三浦半島
横浜北
瀬谷・泉区
港南区

神奈川大学横浜キャンパス
講演会　３号館地階
　　　　Ｂ 104講堂
懇親会　19号館地階
　　　　ラックスホール

15：45～ 16：45　記念講演会
演題：「神奈川大学キャンパスの過去と未来」
講師：神奈川大学工学部建築学科　内田青蔵教授
17：00～ 18：30　懇親会（会費：4,000 円、女性 2,000 円 )

11.  4（土）四国ブロック 香川県 オークラホテル高松
※詳細未定の為、時間等変更となる場合がございます
14：00～ 15：30　ブロック会
15：30～ 16：30　講演会
17：00～　　　　　懇親会（会費：7,000 円、女性 5,000 円 )

全国のブロック会が新たなイベントを企画して
　　　　　　　　　皆さまの参加をお待ちしています

　

宮
陵
会
だ
よ
り

■
会
議
予
定

　

理
事
会　

平
成
29
年
９
月
15
日
（
金
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
17
日
（
金
）

■
全
国
地
域
組
織
代
表
者
会
議

　

平
成
29
年
10
月
７
日
（
土
）

■
地
域
組
織
（
地
域
）
総
会
開
催
予
定

　

平
成
29
年
８
月
19
日
（
土
）　

佐
賀
県
宮
陵
会

　
　
　
　
　

９
月
２
日
（
土
）　

大
分
県
宮
陵
会

　
　
　
　
　

９
月
16
日
（
土
）　

静
岡
西
部
宮
陵
会

　
　
　
　
　

９
月
30
日
（
土
）　

奈
良
県
宮
陵
会

　
　
　
　
　

10
月
28
日
（
土
）　

函
館
宮
陵
会

　
　
　
　
　

10
月
29
日
（
日
）　

山
形
県
宮
陵
会

　
　
　
　
　

11
月
４
日
（
土
）　

新
潟
県
宮
陵
会

　
　
　
　
　

11
月
18
日
（
土
）　

広
島
県
宮
陵
会

　
　
　
　
　

11
月
25
日
（
土
）　

宮
崎
県
宮
陵
会

■
新
地
域
組
織
代
表
者
紹
介

　

同
学
会
大
連
宮
陵
会　

平
23
中　

渡
部
慎
太
郎

　

藤
沢
宮
陵
会　
　
　
　

昭
39
機　

栗
田　

光
郎

　

神
奈
川
県
庁　
　
　
　

昭
57
法　

渡
邉　

正
義

　

横
浜
信
用
金
庫　
　
　

昭
58
経　

山
田　
　

実

■
訃
報　

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

渡
辺　

光
男
殿 (

昭
33
経
）　

平
成
29
年
4
月
21
日

　
　

元
藤
沢
宮
陵
会
会
長

　

馬
場　

光
紀
殿 (

昭
41
経
）　

平
成
29
年
5
月

　
　

元
空
手
部
Ｏ
Ｂ
会
会
長

　

春
野　

武
久
殿 (

昭
48
法
）　

平
成
29
年
５
月
19
日

　
　

元
函
館
宮
陵
会
事
務
局
長

■
夏
季
一
斉
休
暇

　

８
月
14
日
（
月
）〜
17
日
（
木
）

■
事
務
局
よ
り
の
お
願
い

登
録
さ
れ
て
い
る
氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
勤

務
先
な
ど
に
変
更
が
あ
れ
ば
、
ご
連
絡
を
お
願
い

申
し
あ
げ
ま
す
。

①
神
奈
川
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

卒
業
生
の
ひ
ろ
ば

  （http://alum
ni.kanagaw

a-u.ac.jp/

）

　
　
　

⇒

卒
業
生
情
報
登
録
・
変
更
の
ご
案
内

②
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
４
５
―
４
１
３
―
０
７
９
１

③E-m
ail:

　

 kyuryou-jim
u@
kanagaw

a-u.ac.jp

＊
登
録
い
た
だ
き
ま
し
た
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、

皆
様
の
個
人
情
報
の
重
要
性
を
深
く
認
識
し
、「
学

校
法
人
神
奈
川
大
学
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
ポ
リ
シ
ー
」

に
従
い
適
正
な
保
護
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　平成27年度から、ブロック会は地域組織の代表者によるブロック会議に併せて、主管地域以外の
ブロック内の会員の皆様にもご案内し、参加いただけるようになりました。なお参加ご希望の方は
事前のお申し込みが必要です。平成 29 年度の開催予定は、下記のとおりです。

北海道ブロック会は 6月 17日（土）に開催済み


